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登録方法

①携帯電話から次のＵＲＬに接続してください。

②会員登録をクリックしてください。

③メールアドレス入力欄へメールアドレスを入
　力し、登録ボタンをクリックしてください。

※メールの受信・拒否設定をしている人は、登
　録する前に「isa.kagosima.jp」というドメイ
　ンを受信可能にしてください。

④登録後、入力したメールアドレスに「登録完
　了のメール」が届き、登録が完了します。

http://www.isa.kagosima.jp/mobile/　
QR コードを読み取
ることができる場合
は利用してください。

『メールの受信拒否設定』
をしている人へ

　

　市では、“伊佐市災害情報メール”の
ドメインを「大口市ドメイン」から「伊佐市

ドメイン」へ移行作業を行っています。『メール
の受信拒否設定』をしている人は、７月までに「伊
佐市ドメイン」（isa.kagosima.jp）を「受信可能」
に変更しない場合、“伊佐市災害情報メール”を受
信できなくなります。ご注意ください。

※すでに登録済みで受信拒否設定をしていな
い人は、「伊佐市ドメイン」に自動移行

されますので、再登録などの操作
をする必要はありません。
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こ
れ
か
ら
の
時
期
、

台
風
や
長
雨
に
よ
る

浸
水
、
土
砂
災
害
等

が
心
配
さ
れ
る
季
節

を
迎
え
ま
す
。
こ
れ

ら
は
「
い
つ
、
ど
こ

で
」
発
生
す
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。

　
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
大
切
な
こ
と

は
、
災
害
が
起
こ
り
そ
う
な
場
所
か
ら
早
め

に
避
難
す
る
こ
と
で
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
、
落
ち
着
い
て
行
動
で
き
る

よ
う
に
避
難
場
所
と
避
難
経
路
を
確
認
し
て

お
き
、
災
害
情
報
に
普
段
か
ら
耳
を
傾
け
る

習
慣
を
つ
け
、
危
険
を
感
じ
た
り
、
避
難
指

示
等
が
あ
っ
た
と
き
は
、
貴
重
品
や
非
常
持

ち
出
し
品
を
持
っ
て
安
全
な
場
所
へ
避
難
で

き
る
よ
う
、
緊
急
の
場
合
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
避
難
す
る
と
き
は
、
単
独
で
の
行
動
は
な

る
べ
く
避
け
、
と
な
り
近
所
の
人
と
協
力
し

な
が
ら
安
全
な
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
人
「
災

害
時
要
援
護
者
」
は
、
避
難
情
報
が
出
て
か

ら
で
は
避
難
行
動
が
間
に
合
わ
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
と
な
り
近
所
で
協
力
し
合
っ
て

避
難
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
体
制

づ
く
り
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

緊急の災害や避難情報を、皆さんの携帯電話にメールで配信できます。

　市では、地震や台風などの気象情報や災害発生などの緊急情報を、市民の皆さまにいち早くお知ら
せするために、「伊佐市災害情報メール」の配信を行っています。このメールを受信するためには、
あらかじめ登録が必要となりますので、携帯電話から次の方法でご登録ください。

日頃の訓練と備えが命を守る

伊佐市災害情報メール



雨
豪

砂
土

3　　広報いさ  2012.06.01

　
集
中
豪
雨
は
、
短
時
間
の
う
ち
に
狭
い
地

域
に
集
中
し
て
降
る
豪
雨
の
こ
と
で
す
。
狭

い
地
域
で
突
発
的
に
降
る
た
め
予
測
は
困
難

で
す
。
気
象
情
報
（
雨
量
）
な
ど
に
注
意
し

て
自
主
的
な
避
難
を
心
が
け
、
ま
た
、
市
役

所
か
ら
の
避
難
勧
告
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、

速
や
か
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　
土
砂
災
害
は
、
雨
が
１
時
間
に
20
ミ
リ
以

上
降
っ
た
り
、
降
り
始
め
か
ら
の
雨
量
が

１
０
０
ミ
リ
を
超
え
た
り
し
た
と
き
は
危
険

信
号
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
家
の
周
辺
の
山

や
が
け
に
危
険
な
前
兆
現
象
が
な
い
か
確
認

し
、
災
害
発
生
の
恐
れ
を
感
じ
た
ら
、
早
め

に
安
全
な
場
所
へ
移
動
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

土
砂
災
害
は
、
雨
が
降
り
止
ん
だ
後
で
も
発

生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

〈
が
け
崩
れ
前
兆
〉

　
○
が
け
か
ら
の
水
が
濁
る
。

　
○
が
け
に
亀
裂
が
入
る
。

　
○
が
け
か
ら
音
が
す
る
。

〈
地
す
べ
り
前
兆
〉

　
○
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る
。

　
○
井
戸
や
沢
の
水
が
濁
る
。

　
○
斜
面
か
ら
水
が
噴
き
出
す
。

　
○
建
物
や
電
柱
、
樹
木
が
傾
く
。

〈
土
石
流
前
兆
〉

　
○
川
が
濁
っ
た
り
、
流
木
が
流
れ
る
。

　
○
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に

　
　
川
の
水
位
が
下
が
る
。

　
○
山
鳴
り
が
す
る
。
　

各水位に応じた 危険度レベルの設定

観測所明
零点高
（ｍ）

水位（ｍ）

水防団
待機

（指定）

はん濫
注意

（警戒）

避難
判断

（特別警戒）

はん濫
危険

（危険）

計画
高水位

川内川

真幸 214.40 2.40 3.30 4.00 4.70 5.75
栗野橋 179.60 3.80 4.40 5.10 5.80 7.15
宮之城 19.00 3.70 4.90 6.10 7.30 8.74
川内 0.00 4.20 4.70 5.10 5.60 6.99

羽月川 花北 164.90 4.30 5.10 6.20 7.00 7.50
隈之城川 川内 0.00 4.20 4.70 5.10 5.60 6.99
長江川 真幸 214.40 2.40 3.30 4.00 4.70 5.75

レベル１ レベル２ レベル３ レベル４

日頃の訓練と備えが命を守る

　非常食（缶詰、
パンなど）、飲料水、

　携帯ラジオ、　懐中電
灯（予備電池）、　缶切り・
ナイフ、ライター・マッチ、
ティッシュ、ビニール袋、

医薬品、現金など

｝
｝
｝
｝

はん濫危険水位を超えると、は
ん濫の恐れがあります。住民は、
避難を完了する段階です。

自治体は、避難勧告などの発令
を検討する段階です。住民は、
避難を判断する段階です。

自治体は、避難準備情報の発令
を検討する段階です。住民は、
はん濫に関する情報に注意が必
要です。水防団は、出動する段
階です。

水防団は、待機を行う段階です。レベル１

レベル２

レベル３

レベル４

堤　防

（
警
戒
）

３

（
危
険
）

４

（
注
意
）

２

１

はん濫の発生＝レベル５
堤防の決壊などにより、はん濫した時点でレベル５となります。

避難判断水位

はん濫注意水位

水防団待機水位

避難行動を行う目安と
なる水位です。

避難行動の準備を行う
目安となる水位です。

水防団が水防活動を行う
ために待機する水位です。

レベル 水位 自治体、住民に求める行動

はん濫危険水位
堤防の決壊など重大な
災害発生の恐れがある
水位です。

※水防団＝消防団
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　大規模な災害の場合には、防災関係
機関による活動が困難になる場合も考
えられます。地域ごとに自主防災組織
の活動を積極的に進め、日ごろから訓
練などに参加しましょう。

地区名 避難場所 電話番号
  市内全域  大口元気こころ館（福祉避難所） � 2361

  大口

 大口ふれあいセンター � 1613
 大口小学校 � 0349
 大口生活改善センター � 8413
 元町青少年会館

  大口東  大口東青少年センター � 0263
  牛尾  牛尾小学校 � 0264

  山野
 山野基幹集落センター � 0407
 十曽フレンドハウス � 0959

  山野西  旧山野西小学校 � 3451
  平出水  平出水「いなほ館」

  羽月
 羽月地区公民館 � 0355
 大口南中学校 � 2125

  羽月北  羽月北小学校 � 3114
  羽月西  羽月西青少年センター � 2111

  曽木
 曽木小学校 � 1152
 西太良地区コミュニティセンター � 1121

  針持  針持青少年センター � 1140
  布計  布計地区多目的集会施設
  川北・前目・川南  菱刈中学校 � 0047

  下手・前目・徳辺
 菱刈小学校 � 0010
 ふるさといきがいセンター � 3000

   市山・花北・田中・重留
 田中小学校 � 0029
 田中ふるさと館 � 5288

  南浦・荒田
 本城小学校 � 0054
 本城校区集会施設 � 4639

  川北  湯之尾小学校 � 0114
  川北・川南  湯之尾校区公民館 � 4261
  前目  菱刈人権文化センター � 4185
  永池  南永小学校 � 3980
   五色・新川・弓掛・新拓  新川地区集落センター
   山田・大山口・山田中原  菱刈ひまわり館

伊佐市 避難施設一覧表

※福祉避難所とは、避難をした際に手助けが必要な人が避難する場
　所です。

①

②

③

避
難
準
備
情
報

　
災
害
の
発
生
の
危
険
が
非
常
に
高

く
、
す
ぐ
に
避
難
を
し
て
も
ら
う
と

き
に
発
表
す
る
情
報

　
災
害
の
危
険
性
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
一
刻
も
早
い
避
難
が
必

要
で
す
。
関
連
機
関
の
指
示
に
従
っ

て
、
避
難
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

　
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
、

皆
さ
ん
に
避
難
を
始
め
て
も
ら
う
と

き
に
発
表
す
る
情
報

　
準
備
し
た
持
ち
出
し
品
を
も
ち
、

指
定
さ
れ
た
避
難
所
、
安
全
な
場
所

へ
速
や
か
に
避
難
を
開
始
し
て
く
だ

さ
い
。
避
難
の
際
は
、
崖
崩
れ
や
浸

水
箇
所
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

避
難
勧
告

　「
災
害
時
要
援
護
者
」
で
、
避
難

に
時
間
を
要
す
る
人
に
避
難
を
始
め

て
も
ら
う
と
き
に
発
表
す
る
情
報

　
ガ
ス
な
ど
の
火
元
を
消
し
、
非
常

持
ち
出
し
品
を
準
備
す
る
な
ど
避
難

の
準
備
を
整
え
、
早
め
の
支
援
が
必

要
な
高
齢
者
や
乳
幼
児
、
体
の
不
自

由
な
人
な
ど
の
避
難
を
開
始
し
て
く

だ
さ
い
。

避
難
指
示

Check

日頃の訓練と備えが命を守る

◎市ホームページ
　「緊急のお知らせ」
　（トップページ中央上）

◎携帯電話などのメールによる
　災害情報の配信
　http：//www.isa.kagosima.
　jp/mobile/

（２頁伊佐市災害情報メール）

地域での防災活動に参加！

　一覧表の避難所以外に各自治会で定められた
場所も避難場所になります。
　ただし、自治会指定避難所に避難された場合
は、市役所へ人員等の報告の必要があります。

避難情報の種類

緊急連絡
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　農地、農道、用排水路、ため池、井堰等の点検や整
備は大丈夫ですか。危険箇所の点検・整備に心がけ未
然に災害を防ぎましょう。
　もし農地・農業用施設の災害が発生したら、次のと
おり申請してください。

◆耕地災害の申請について
①地元から連絡を受け、災害調査員（市職員）が現地調査
　を行います。
　※調査個所には、    黄色の布   を現地に表示します。
②調査員の報告に基づき市農政課耕地係の職員が現地調査
　を行い、公共災害に該当するか判定を行います。
　○公共災害に該当する場合・・・現地に  赤色の布  を表示
　○災害に該当しない場合　・・・現地に   白色の布   を表示
　※当事者で現地の確認（災害に該当したか）をしてくだ
　　さい。
③災害に該当した箇所（現地に赤色の布が表示してある個
　所）は次のように申請してください。
　○ 「耕地災害復旧工事申請書」を市農政課耕地係へ提出
　　してください。申請書の提出がない個所については災
　　害復旧事業の申請ができません。
　〈申請書がある場所〉
　・市役所市民課、市総務課交通消防防災係（大口庁舎）
　・市地域総務課、市農政課耕地係（菱刈庁舎）
　・市内各土地改良区
　・各コミュニティ協議会事務局
④農地災害については、関係（受益）者からの工事負担金
　が必要となります。
　※負担金は国の補助率により異なります。

◆公共災害復旧事業として国の補助事業に申請でき
　る主な要件

①異常な天然現象（大雨等）で被災を受けている場合（雨
　量等の基準があります）
②被害が事業費で 40 万以上の場合
③日常の維持管理が行われていること
④農業用施設の場合、受益戸数が２戸以上であること
⑤被災地の登記（現況）地目が農地（田・畑）及び農業用
　施設（水路・道路等）であること
不明な点がございましたら担当課にご連絡ください。

問い合わせ先　市農政課耕地係（菱刈庁舎）　
☎�１３１１○内　　２２５１・２２５２

耕地災害が発生したら・・・

◎広報車（消防車）による伝達

問い合わせ先
市総務課交通消防防災係

☎�１３１１○内　１１１８

市職員

◎有線放送・電話・特使等
　による伝達

自治会長

◎サイレンによる伝達

６秒吹鳴６秒吹鳴

５秒休止 ５秒休止

５秒休止 ５秒休止

１分吹鳴 １分吹鳴

（くりかえし）

「火災の場合」

「避難勧告の場合」

◎関係者の直接口頭・拡声器・
　鐘による伝達

避難勧告等の伝達方法



　　日 場　　所 時　間（午前） 場　　所 時　間（午後）

４日
（月）

 小水流・あたご店前     9：10 ～    9：20  中央公民館跡 13：10 ～ 13：35
 原田公民館     9：30 ～    9：40  北薩森林管理署前市役所車庫 13：45 ～ 14：00
 水ノ手公民館     9：50 ～ 10：00  木崎（大岩様宅前） 14：10 ～ 14：20
 北さつま農協目丸出張所跡 10：10 ～ 10：20  牛尾消防詰所前 14：30 ～ 14：40
 北さつま農協東支所 10：30 ～ 10：40  旧焼酎資料館前 14：50 ～ 15：00
 篠原公民館 10：50 ～ 11：00  高柳公民館 15：10 ～ 15：20
 北さつま農協木ノ氏出張所跡 11：10 ～ 11：20
 大口中学校正門入口 11：30 ～ 11：40

６日
（水）

 春村公民館三叉路     9：20 ～    9：30  北さつま農協平出水支所 13：10 ～ 13：20
 停車場公民館（駅跡公園）     9：40 ～    9：50  平出水上公民館 13：30 ～ 13：35
 山野中学校体育館横 10：00 ～ 10：10  羽月山之神公民館 13：55 ～ 14：00
 山野基幹集落センター 10：15 ～ 10：30  川岩瀬公民館 14：15 ～ 14：20
 石井公民館 10：40 ～ 10：50  北さつま農協白木倉庫 14：35 ～ 14：45
 尾之上公民館 11：00 ～ 11：10  羽月地区公民館 14：55 ～ 15：05
 平原（下村橋横） 11：20 ～ 11：25

８日
（金）

 大島南公民館     9：20 ～    9：30  川西公民館 13：10 ～ 13：15
 金波田公民館     9：40 ～    9：45  西方公民館 13：25 ～ 13：30
 羽月鉄道記念公園前     9：55 ～ 10：05  北さつま農協針持支所 13：40 ～ 13：50
 湯ノ谷（本石様宅前） 10：15 ～ 10：20  堂山公民館 14：00 ～ 14：05
 辺母木公民館 10：35 ～ 10：40  西太良地区コミュニティセンター 14：15 ～ 14：25
 羽月西青少年センター 10：50 ～ 10：55  北さつま農協曽木支所 14：30 ～ 14：40
 宮人公民館 11：05 ～ 11：10  冨士福祉館 14：55 ～ 15：00
 八代公民館 11：20 ～ 11：25  鳥巣上公民館 15：10 ～ 15：20
 下ノ木場精米所前 11：35 ～ 11：40

11日
（月）

 小川添公民館     9：20 ～    9：25  下市山集会施設 13：10 ～ 13：15
 永池鉱泉前     9：35 ～    9：40  東市山集会施設 13：25 ～ 13：30
 柳野三叉路     9：45 ～    9：50  産野（上田様宅前） 13：35 ～ 13：40
 楠原集会施設     9：55 ～ 10：00  北さつま農協前北部集会所跡 13：50 ～ 13：55
 岩坪営農研修センター 10：05 ～ 10：10  重留南集落センター 14：05 ～ 14：10
 青木元地区教育集会所 10：15 ～ 10：20
 比良地区集会施設 10：25 ～ 10：30
 本城地区集会施設 10：35 ～ 10：40
 瓜之峰公民館 10：45 ～ 10：50
 荒田地区集会施設 11：00 ～ 11：05
 大峰（ごみ収集所横） 11：15 ～ 11：20
 下荒田公民館 11：25 ～ 11：30
 下手下集会施設 11：35 ～ 11：40
 花北営農研修センター 11：45 ～ 11：50

13日
（水）

 徳辺下集落センター     9：20 ～    9：25
 新川集落センター     9：35 ～    9：40
 徳辺上集落センター     9：45 ～    9：50
 麓後（梶川様宅前） 10：00 ～ 10：05
 本町公民館 10：10 ～ 10：15
 下名集会施設 10：20 ～ 10：25
 停車場青少年会館 10：30 ～ 10：35
 市役所（菱刈庁舎）東側車庫前 10：40 ～ 10：45
 前目公民館 10：55 ～ 11：00  川北麓集会施設 13：10 ～ 13：15
 共進地区教育集会所 11：10 ～ 11：15  湯之元（旧立山商店横） 13：25 ～ 13：30
 築地集会施設 11：25 ～ 11：30  猶原集会施設 13：35 ～ 13：45
 町舟津田上集会施設 11：40 ～ 11：45  川北（上野様宅前） 13：50 ～ 13：55
 荒瀬多目的集会施設 11：50 ～ 11：55  山田地区集会施設 14：05 ～ 14：10

問い合わせ先　市環境政策課環境保全係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎�１０６０

６月
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狂犬病予防注射日程表

　生後 91 日以上で、まだ登録されてい
ない・４月から今までに狂犬病予防注射
を受けていない犬を対象に、予防注射お
よび登録受付を実施します。（犬の登録
については生涯１回、予防注射は毎年 1
回必要です。）

※集合注射に来られる人は、飼
　い犬をしっかり捕まえること
　ができる人をお願いします。

　注射料　　　3,000 円
　新規登録料　3,000 円

家の中で飼われている
犬も対象です。

犬 の 登録 と 狂犬病予防注射 の お知らせ
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自衛官募集地域説明会

伊 佐 会 場 説 明 会

区　分 内　　容

基本的な健診項目
 既往歴の調査（服薬歴及び喫煙習慣の状況に係る調査含む）、自覚症状及び他覚症状
 の検査、身体計測、血圧、血中脂質検査、肝機能検査、血糖検査、尿検査、腹囲測定

詳細な健診
（医師の判断による追加項目）

 貧血検査、心電図検査、眼底検査

　市国民健康保険では、集団健診を受診できなかった国民健康保険加入者（40 歳～ 74 歳）を対象に、
特定健診の個別健診を実施します。受診希望者は、医療機関名及び受診希望日を市健康増進課までお
申し込みください。申込者には、医療機関と日程調整後、受診券を発行します。
　ただし、次の条件の被保険者は受診する必要はありません。     
①生活習慣病（高血圧症・糖尿病）などで医療機関に定期通院している人

健診の流れ　　市から「情報提供票」送付　→　本人承諾　→　かかりつけの医療機関へ提出

②人間ドックを受ける予定の人     
③職場健診を受け、情報を市へ提出していただける人
個別健診の日程　
実施期間　平成 24 年 6 月から平成 25 年 3 月末まで     　　　　　
申込方法　市健康増進課（大口庁舎）へ電話で申し込んでください。
受 診 料　無料     
申込期限　平成 25 年 1 月 31 日（木）    

医 療 機 関 名 住    所 医 療 機 関 名 住    所
  整形外科　松元病院   伊佐市大口里 491 － 2   県立北薩病院   伊佐市大口宮人 502 －４
  大口温泉リハビリテーション病院   伊佐市大口青木 3022 － 34   水間病院   伊佐市菱刈前目 2125
  むらたクリニック   伊佐市大口大田 1764 － 1   菱刈中央医院   伊佐市菱刈前目 790 －１
  有村クリニック   伊佐市大口里 1889 － 2   坂元内科   伊佐市菱刈重留 1353
  大保・川添クリニック   伊佐市大口里 354 －１   つよしクリニック   伊佐市菱刈重留 1147 －１
  日高内科   伊佐市大口上町 17 － 4   国保水俣市立総合医療センター   熊本県水俣市天神町 1 丁目２－１
  寺田病院   伊佐市大口上町 31 － 4   人吉総合病院   熊本県人吉市老神町 35
  三浦医院   伊佐市大口山野 5167

特定健診（個別健診）の実施

（注意）特定健診を受診するには、市が発行する受診券及び保険証が必要です。

申込・問い合わせ先　市健康増進課保健指導係　　　☎�１３１１○内　　１２１２・１２１６・１２１７

健診内容

医療機関一覧表（順不同）

　自衛隊に志願したい 26 歳までの人及びご家族の皆さま、または自衛隊に興味が
あり話を聞いてみたい人でも構いません。ぜひ、説明会に参加してください。

日　　時　７月８日（日）13 時～ 15 時
場　　所　大口ふれあいセンター２階
説明内容
　ＤＶＤを活用した各種試験説明、質疑
応答及びパンフレット配布

その他会場説明会
▽７月１日（日）   姶良公民館　                  10 時～
　　　　　　　　国分シビックセンター　14 時～　
▽７月８日（日）湧水町総合交流施設　    10 時～　

問い合わせ先
自衛隊鹿児島地方協力本部国分地域事務所　　

☎０９９５・４５・１８３６
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行政からのお知らせ

平
成
25
年
歌
会
始
め
の
お
題
及
び
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

一
、
平
成
25
年
歌
会
始
の
お
題
　「
立
」

※
お
題
は
「
立
」
で
す
が
、
歌
に
よ
む
場

　
合
は
「
立
」
の
文
字
が
詠
み
込
ま
れ
て

　
い
れ
ば
よ
く
、「
立
志
」「
立
春
」
の
よ

　
う
な
熟
語
に
し
て
も
、
ま
た
、「
立
つ
」

　「
立
ち
上
が
る
」
の
よ
う
に
訓
読
し
て

　
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

二
、
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

⑴
詠
進
歌
は
、
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作

　
の
短
歌
で
一
人
一
首
と
し
、
未
発
表
の

　
も
の
に
限
り
ま
す
。

⑵
書
式
は
、
半
紙
（
習
字
用
の
半
紙
）
を

　
横
長
に
用
い
、
右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、

　
左
半
分
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番

　
号
、
氏
名
（
本
名
、
ふ
り
が
な
付
）、
生

　
年
月
日
及
び
職
業
（
な
る
べ
く
具
体
的

　
に
）を
縦
書
き
で
書
い
て
く
だ
さ
い（
書

　
式
図
参
照
）。

　
　
無
職
の
場
合
は
、「
無
職
」
と
書
い

　
て
く
だ
さ
い
（
以
前
に
職
業
に
就
い
た

　
こ
と
が
あ
る
場
合
に
は
、
な
る
べ
く
元

　
の
職
業
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。）。

　
　
な
お
、主
婦
の
場
合
は
、単
に「
主
婦
」

　
と
書
い
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

⑶
用
紙
は
、
半
紙
と
し
、
記
載
事
項
は
全

　
て
毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ

　
し
、
海
外
か
ら
詠
進
す
る
場
合
は
、
用

　
紙
は
随
意
（
但
、
半
紙
サ
イ
ズ
24 

cm
×

　
33 

cm
の
横
長
）
と
し
、
毛
筆
で
な
く
て

　
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

⑷
病
気
ま
た
は
身
体
障
が
い
者
の
た
め
毛

　
筆
に
て
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

　
合
は
次
に
よ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ア
、
代
筆
（
墨
書
）
に
よ
る
。
代
筆
の

　
　
　
理
由
、
代
筆
者
の
住
所
及
び
氏
名

　
　
　
を
別
紙
に
書
い
て
詠
進
歌
に
添
え

　
　
　
て
く
だ
さ
い
。

　
イ
、
本
人
が
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン
な

　
　
　
ど
を
使
用
し
て
印
字
す
る
。
こ
の

　
　
　
場
合
、
こ
れ
ら
の
機
器
を
使
用
し

　
　
　
た
理
由
を
別
紙
に
書
い
て
詠
進
歌

　
　
　
に
添
え
て
く
だ
さ
い
。

　
ウ
、
視
覚
障
が
い
の
人
は
、
点
字
で
詠

　
　
　
進
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

三
、
注
意
事
項

　
次
の
場
合
に
は
、
詠
進
歌
は
失
格
と
な

り
ま
す
。

⑴
お
題
を
詠
み
込
ん
で
い
な
い
場
合
や
短

　
歌
の
定
型
で
な
い
も
の
ま
た
用
紙
が
縦

　
長
の
場
合

⑵
一
人
で
二
首
以
上
詠
進
し
た
場
合
や
毛

　
筆
で
な
い
場
合

⑶
詠
進
歌
が
既
に
発
表
さ
れ
た
短
歌
と
同

　
一
ま
た
は
著
し
く
類
似
し
た
短
歌
で
あ

　
る
場
合

⑷
詠
進
歌
を
歌
会
始
の
行
わ
れ
る
以
前
に
、

　
新
聞
、
雑
誌
そ
の
他
の
出
版
物
、
年
賀

　
状
等
に
よ
り
発
表
し
た
場
合

⑸
二
⑷
に
記
し
た
代
筆
の
理
由
書
を
添
え

　
た
場
合
を
除
き
、
同
筆
と
認
め
ら
れ
る

　
す
べ
て
の
詠
進
歌

⑹
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
を
書

　
い
て
い
な
い
も
の
そ
の
他
こ
の
詠
進
要

　
領
に
よ
ら
な
い
場
合

四
、
詠
進
の
期
間

　
お
題
発
表
の
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
と

し
、
郵
送
の
場
合
は
、
消
印
が
９
月
30
日

ま
で
の
も
の
を
有
効
と
し
ま
す
。

五
、
郵
便
の
あ
て
先

　「
一
○
○
―
八
一
一
一
　
宮
内
庁
」
と

し
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
て

く
だ
さ
い
。
詠
進
歌
は
、
小
さ
く
折
っ
て

封
入
し
て
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

六
、
疑
問
が
あ
る
場
合

　
直
接
、
宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
を
書
き
、
返
信
用
切

手
を
は
っ
た
封
筒
を
添
え
て
、
９
月
20
日

ま
で
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.kunaicho.go.jp/

）
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

注
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て

○
利
用
目
的

　
二
⑵
で
記
載
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、

歌
会
始
の
た
め
に
必
要
な
範
囲
で
利
用
し

ま
す
。

○
利
用
及
び
提
供
の
制
限

　
法
令
に
基
づ
く
開
示
要
請
が
あ
っ
た
場

合
そ
の
他
特
別
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除

き
、
利
用
目
的
以
外
の
目
的
の
た
め
に
自

ら
利
用
し
、
ま
た
は
第
三
者
に
提
供
し
ま

せ
ん
。

お
題
「
立
」

書式図
（横　長）

〒
住
　
　
所

電
話
番
号氏

　
　
名

ふ
り
が
な

生
年
月
日

職
　
　
業

（
山
折
り
）

、 

、 

、 

、 

、 

、 

、 

、 

、

、 

、 

、 

、 

、 

、 

、 

、 

、
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農業者年金現況届の提出について

各対象地区の日時・会場

★持ってくるもの
・農業者年金基金から送付された現況届カード　　５月下旬に基金から送付
・経営移譲年金受給者は手数料 300 円　　　　　　老齢年金受給者は無料
・印鑑（住所の変更等があった場合）　　　　　　  認印可（浸透式印鑑以外）
・お知らせのはがき　　　　　　　　　　　　　　５月下旬に農業委員会から送付

期　　日 時　　間 会　　場 対象地区

 6 月 11 日（月）
  9:30 ～ 11:00  山野基幹集落センター  山野・平出水
 13:30 ～ 16:00  羽月地区公民館  羽月

 6 月 13 日（水）
  9:30 ～ 11:00  羽月西青少年センター  羽月西
 13:30 ～ 16:00  西太良地区コミュニティセンター  曽木・針持

 6 月  15 日（金） 13:30 ～ 16:00  大口元気こころ館  大口・牛尾・大口東
 6月 11日（月）～15日（金）   8:30 ～ 17:00  市農業委員会（菱刈庁舎）  菱刈全地区

※現況届を怠ると年金の支払いが差し止められます。必ず届出を行ってください。
※平成 23 年 7 月 1 日以降に裁定された人は今回の現況届をする必要はありません。

問い合わせ先　市農業委員会農地係　　☎�１５７１

井戸水等の水質検査について
　現在使用されている井戸水等が、安全な基準を満たしているのか検査をして
みませんか。内容は、「飲用井戸等衛生対策要領」に基づく 10 項目検査で、１検体につき
5,000 円（税込）です。検査受付日時が決まっていますので、問い合わせ先にご確認ください。
　自治会単位での依頼、結果説明会もご相談ください。
検査実施機関　社団法人鹿児島県薬剤師会試験センター
問い合わせ先　伊佐地区食品衛生協会（大口保健所内）　☎�５１０６

農
業
者
年
金
と
は
こ
ん
な
制
度
で
す

○
60
歳
未
満
で
、
国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者
（
保
険
料

　
免
除
者
は
除
く
。
加
入
時
に
国
民
年
金
付
加
保
険
料
納
付

　
申
出
《
月
額
４
０
０
円
を
納
め
る
と
、
給
付
の
際
に
は
２

　
年
間
で
掛
け
金
相
当
は
も
ら
え
、
か
つ
終
身
そ
の
給
付
額

　
が
継
続
し
て
も
ら
え
る
有
利
な
制
度
》
が
必
要
）
で
あ
っ

　
て
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
人
で
あ
れ
ば

　
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

○
保
険
料
は
月
額
２
０
、０
０
０
円
を
基
本
に
、
１
、０
０
０

　
円
単
位
で
自
由
に
設
定
で
き
（
最
高
６
７
、０
０
０
円
ま

　
で
）、
い
つ
で
も
変
更
で
き
ま
す
。

○
終
身
年
金
で
あ
り
、
80
歳
ま
で
の
保
証
が
付
い
て
い
ま
す
。

　（
万
が
一
、
80
歳
以
前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
、
80
歳
ま
で

　
に
受
け
取
る
は
ず
だ
っ
た
年
金
が
死
亡
一
時
金
と
し
て
遺

　
族
へ
支
払
わ
れ
ま
す
。）

○
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
（
所
得
控
除
）
の
対
象

　
と
な
り
ま
す
。

○
意
欲
あ
る
担
い
手
に
は
国
か
ら
の
保
険
料
助
成
が
あ
り
ま

　
す
。（
保
険
料
は
助
成
分
も
含
め
月
額
２
０
、０
０
０
円
と

　
な
り
、
認
定
農
業
者
、
青
色
申
告
者
な
ど
に
対
し
て
４
、０

　
０
０
円
～
１
０
、０
０
０
円
の
助
成
が
あ
り
ま
す
。
助
成
の

　
期
間
は
、
35
歳
未
満
で
あ
れ
ば
要
件
を
満
た
し
て
い
る
す

　
べ
て
の
期
間
が
対
象
で
あ
り
、
ま
た
、
35
歳
以
上
で
あ
れ

　
ば
加
入
期
間
の
う
ち
10
年
以
内
と
さ
れ
、
通
算
し
て
20
年

　
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。）

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
!!

井戸水を安心
して飲みたいけど
…　うちの水は
大丈夫？

地下水等は常に同

じ水質であるとは限り

ません。年に１回は水質

検査をしましょう！



ま ち
の 話 題
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ISA City Topics

ISA City Topics

「夏も近づく八十八夜～♪」

溢れる気力・体力 !!
高度な技術 !!
伊佐湧水消防組合

消防救助技術指導会

ドラゴンボートとアートトラック

　４月 27 日、大口消防署で
県消防救助技術指導会に向け
た署内選考会が行われました。
引揚救助、ほふく救出、ロー
プ応用登はん、はしご登はん
の４つの競技種目があり、署
内から 25 人の職員が挑戦し
ました。
　各競技でさまざまな審査基
準があり、署内で独自に設け
た基準タイムをクリアしなけ
れば県の指導会に出場できま
せん。
　また、迅速性のほかにも、
安全性・確実性も求められ、
競技に取組む職員の姿から日
頃の訓練と鍛錬の成果を垣間
見ることができました。

　４月 29 日、暑い１日は“ドラの音”で始まりました。伊佐
市菱刈カヌー競技場で行われた「いさドラゴンカップ 2012」は、
県内外の小学生から九州チャンピオンまで 67 チームが参加し、
250 ｍのコースでタイムを競いました。
　また同日、菱刈農村公園では龍桜船団主催の「アートトラッ
クチャリティ撮影会」も開催され、全国から集結した 200 台

の装飾トラックが、
夜は点灯し来場者
の目を楽しませま
した。チャリティ
で集まった支援金
10 万円は、東日本

大震災の被災地へ、会場で募
金活動をした大口高校音楽部
と龍桜船団からの募金５万円
は「交通被災者たすけあい協
会」へ送られました。

５月 10 日、大口東小学校の児童 55 人と近くの老人施設に
入所するおばあちゃん６人が、茶摘みで交流しました。
　子どもたちは校庭周辺の茶畑で、おばあちゃん達の指導を受

けながら、数セン
チに伸びた新芽を
手際よく摘み取り、
収穫用の買い物袋
をいっぱいにして
いました。
　摘んだ茶葉は製
茶し、６月中旬に
みんなで味わうこ
とにしています。



ま ち
の 話 題
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新人自衛官が市長を表敬訪問

EU があなたの学校にやってくる

　今春から自衛隊に入隊した伊佐市出身の新
人自衛官２人が市長を表敬訪問されました。
　真新しい制服に身を包み、緊張した表情で、
自衛官としての生活や今後の抱負などを語り、
市長からは「伊佐から遠く離れても、故郷を
忘れることなく頑張ってください」と激励さ
れました。
　そして、２人から「福祉に役立ててくださ
い」と寄付をいただきました。ありがとうご
ざいました。
　今年度の新人自衛官は次のとおりです。

（敬称略・写真左から２番目と４番目）
坂元翔吾（曽木 ）　竹ノ内翔太（平出水）

　出張授業「EU があなたの学校にやってく
る」は、欧州連合（EU）加盟国の大使や外
交官が、全国から応募してきた高校を訪問し、
生徒に EU やそれぞれの出身国について授業
を行うものです。
　今回選ばれた大口高校では５月 14 日に開
催され、生徒 330 人をはじめとする保護者や
教職員が、講師であるスロヴァキア共和国特
命全権大使の話に耳を傾けました。
　世界情勢に関心の薄かった生徒たちが大使
の話に刺激を受け、日本の良さをより自覚す
るとともに、他国について積極的に知ろうと
いう姿勢が感じられました。

竹のようにすくすく育て !!
「竹紙」でできたノートを贈呈

　市内で製材業を営んでいる菱刈木材工業㈱
から、市内の中・高校生に対し、竹を材料に
して作られたノート 1,400 冊が贈呈されまし
た。
　鹿児島県は竹の生産量、面積ともに日本一
で、竹を使った伝統工芸がたくさんあります。
今回贈呈されたノートは表紙が 100 パーセン
ト、中身は 10 パーセント竹を使用した竹紙
でできています。間伐された竹が有効活用さ
れ、竹林が整備されることも期待されます。
　市内の中・高校生のみなさん、竹のように
しっかり大地に根を張り、たくましく育って
くださいね。

「農林館まつり」で大行列！

　４月 13 日に伊佐農林高校で行われた「農
林館まつり」は、生徒たちが育てた農産物を
はじめ更生の素などの加工品を買い求める客
が行列をつくり賑わいました。昨年から登場
した白いロールケーキ「キミって白いね」も
完売し、販売していた生徒達も盛況ぶりに笑
顔を見せました。また、両手で抱えきれない
ほど購入した人に対し、一輪車を使った“お
荷物運び隊”も活躍。
　伊佐の農業を支える次代の担い手たちの成
長が楽しみです。
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問
い
合
わ
せ
先
　
市
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
１
２
８

問
い
合
わ
せ
先
　
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
市
地
域
振
興
課
内
）　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
５
９

男
女
共
同
参
画
社
会

　
毎
年
６
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
の
一

週
間
は
国
の
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

で
す
。

　
本
年
度
は
、「
男
女
共
同
参
画
に
よ

る
日
本
再
生
」を
重
点
と
し
て
い
ま
す
。

職
場
や
学
校
、
地
域
で
、
家
庭
で
、
女

性
と
男
性
が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力

を
発
揮
で
き
る「
男
女
共
同
参
画
社
会
」

を
実
現
す
る
に
は
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　
私
た
ち
の
ま
わ
り
の
男
女
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
、
お
互
い
に
支
え
合
い
認
め
合

え
る
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
に
あ
わ
せ

て
、資
料
展
を
開
催
し
ま
す
。
パ
ネ
ル
・

ポ
ス
タ
ー
・
冊
子
等
多
数
展
示
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

開
催
場
所

黄
色
い
リ
ボ
ン
�

▽
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
　

　
６
月
24
日
（
日
）
～
７
月
１
日
（
日
）

　
※
６
月
24
日
（
日
）
は
お
し
ゃ
べ
り

　
　
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽

　
　
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
　
開
催
時
間
　
９
時
30
分
～
16
時

▽
菱
刈
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
ま
ご
し

　
館
）

　
７
月
１
日
（
日
）
～
６
日
（
金
）

※
両
会
場
最
終
日
は
午
前
中
の
み
。

一
人
で
悩
ま
ず

　
勇
気
を
も
っ
て
相
談
を
！

　
市
民
の
身
近
な
相
談
窓
口
「
女
性
サ

ロ
ン
室
」
の
相
談
員
が
、
一
緒
に
な
っ

て
受
け
と
め
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

開
催
日
　
６
月
６
日
（
水
）・
13
日
（
水
）

時
　
間
　
13
時
30
分
～
16
時

場
　
所
　
大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
宅

女
性
サ
ロ
ン
室
連
絡
先

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０

　
　
　
　
伊
佐
地
区
を
買
い
取
り
業
者

　
　
　
　
が
回
っ
て
い
ま
す
！

　
現
在
、
世
界
的
に
金
の
価
格
が
高
騰

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
背
景
に
、
高
齢

者
な
ど
に
対
し
て
悪
質
な
貴
金
属
の
訪

問
買
い
取
り
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
貴

金
属
な
ど
を
相
場
水
準
と
か
け
離
れ
た

低
い
価
格
で
強
引
に
買
い
取
っ
て
損
害

を
与
え
る
も
の
で
す
。

問
題
点

○
貴
金
属
の
買
い
取
り
業
者
は
、
在
宅

　
中
の
高
齢
者
を
突
然
訪
問
し
、「
金

　
の
相
場
が
上
が
っ
て
い
る
」、「
東
日

　
本
大
震
災
な
ど
に
よ
っ
て
、
金
を
材

　
料
と
す
る
医
療
機
器
が
不
足
し
て
い

　
る
」な
ど
と
言
っ
て
、高
齢
者
が
持
っ

　
て
い
る
貴
金
属
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の

　
高
額
買
い
取
り
を
持
ち
か
け
る
こ
と

　
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
不
意
打
ち
的
に

　
貴
金
属
の
売
却
を
勧
め
ら
れ
る
た
め
、

　
被
害
者
は
冷
静
に
考
え
る
こ
と
が
で

　
き
な
い
ま
ま
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て

　
い
ま
す
。

○
古
物
の
売
買
は
古
物
営
業
法
に
よ
り
、

　
都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
許
可
が
必

『  

あ
な
た
が
い
る
　

　
　
わ
た
し
が
い
る
　

未
来
が
あ
る  

』

平
成
24
年
度
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

貴
金
属
の
訪
問
買
い
取
り
サ
ー
ビ
ス
に
ご
注
意
！

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス

　
要
で
す
。
ま
た
、
行
商
を
行
う
際
は

　
許
可
証
の
携
帯
が
必
要
で
す
。
買
い

　
取
り
に
来
た
業
者
が
許
可
業
者
か
ど

　
う
か
を
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

○
被
害
に
遭
っ
た
品
を
取
り
返
す
こ
と

　
は
非
常
に
困
難
で
す
。
解
約
を
申
し

　
出
て
も
「
解
約
し
な
い
」
と
い
う
確

　
認
書
を
た
て
に
解
約
を
拒
否
し
た
り
、

　
そ
う
し
た
確
認
書
を
書
い
て
い
な
く

　
て
も
、「
も
う
溶
か
し
た
」「
別
の
業

　
者
に
転
売
し
た
」
な
ど
と
言
っ
て
売

　
り
渡
し
た
貴
金
属
を
返
し
て
も
ら
え

　
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
業
者
の
連
絡
先

　
が
分
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
現
段
階
で
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

　
も
適
用
さ
れ
な
い
の
で
、
気
を
つ
け

　
ま
し
ょ
う
。　被災地の

役に立つのね

ウチなら
必ずどこよりも

高く買い取りますよ！

ヘッヘッ
ヘッ
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問
い
合
わ
せ
先
　
市
健
康
増
進
課
健
康
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
１
７

６月４日   ～ 10 日は

歯の衛生週間！

糖尿病が歯周病を悪
化させ、また、歯周病が
糖尿病を悪化させます。 　心臓の内側の膜

「心内膜」に歯周病菌が感
染して炎症が起こり、心臓
の働きが低下します。
（感染性心内膜炎）

歯周病菌が血管の
中に入り込み炎症を起こ
した血管に付着して動脈
硬化を悪化させます。

母親が歯周病にかかっ
ていると低体重児出産や早
産を起こすリスクが高くな
ります。参考）お口の健康マニュアル

　　　鹿児島県・鹿児島県歯科医師会

　
肥満の人は、普通体

重の人より 1.5 倍歯周病
になりやすいという報告
があります。

飲み込む力が弱くなる
と、歯周病菌など口の中の細
菌が気管や肺に入り込むこと
で、肺炎になり、死に至る
こともあります。

糖尿病

心疾患

動脈硬化

肺炎

肥満

胎児の低体重・早産

う
に
、
全
身
の
病
気
と
関
係
が

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
い

ま
す
。
歯
周
病
の
怖
い
と
こ
ろ

は
初
期
段
階
で
は
ほ
と
ん
ど
自

覚
症
状
が
な
く
、
歯
ぐ
き
の
腫

れ
や
歯
み
が
き
時
の
出
血
な
ど

自
覚
症
状
が
出
た
と
き
に
は
す

で
に
歯
周
病
が
進
行
し
て
い
る

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
痛
い
と
き
だ
け
受
診

す
る
「
行
き
つ
け
の
歯
科
医
」

で
は
な
く
、
定
期
的
に
自
分
の

お
口
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
、
状
態
に
あ
っ
た
ア
ド
バ

イ
ス
や
予
防
処
置
な
ど
を
し
て

く
れ
る
生
涯
に
わ
た
る
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
の
「
か
か
り
つ
け

歯
科
医
」
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

　
６
月
４
日
か
ら
６
月
10
日
ま

で
の
一
週
間
は
「
歯
の
衛
生
週

間
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。
歯
の

健
康
を
保
つ
こ
と
は
、
体
の
健

康
増
進
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
も
う
一
度
自
分

の
歯
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
今
回
は
、
歯
周
病
に
つ
い
て

の
お
話
で
す
。

　
　
　
歯
周
病
は
歯
の
生
活
習

　
　
　
慣
病
で
す

　
歯
周
病
と
は
歯
を
支
え
る
周

り
の
組
織
に
起
こ
る
病
気
の
総

称
で
す
。
最
近
で
は
年
齢
を
問

わ
ず
増
加
傾
向
に
あ
り
、
そ
の

原
因
は
不
規
則
な
生
活
や
食
生

活
の
変
化
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
が

要
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
喫
煙
者
は
、
歯
肉
の
血

液
循
環
を
悪
く
す
る
な
ど
、
歯

周
組
織
へ
の
影
響
が
大
き
い
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
　
　
歯
周
病
と
全
身
の
病
気

　
　
　
と
の
関
係

　
歯
周
病
は
下
の
図
に
あ
る
よ

 
 

 
 

 

 

歯周病は全身の病気と
関係があります。
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レ シ ピ
「かごしまのおかず（開港舎）」より

レ シ ピ
ぜ
ん
ま
い
煮ぜんまい煮

　

①ぜんまいは湯で戻してから一晩、水につけて

　アクを出す。４cm 長さに切る。

②にんじん・油揚げは４cm 長さの千切りにする。

③熱した鍋にオリーブオイルを入れ、ぜんまい・

　にんじん・油揚げの順に炒め、Ａで味付けし

　たら火を止める。そのまま１時間ほど煮汁に

　つけて味を染み込ませる。

〈作り方〉

〈材　料〉（４人分）

ぜんまい　　100 ｇ　　 　油揚げ　　　    30 ｇ

にんじん　　  30 ｇ　　　 オリーブオイル　少々

｢ かあさんが作ってくれたふるさとの味」

みりん　大さじ１　　酒　　　　大さじ１

砂糖　　大さじ１　　薄口醤油　大さじ２

だし汁　　少々

Ａ｛

生
Vol.20

南三陸だより
Minamisanriku　Town

　
早
い
も
の
で
派
遣
さ
れ
て
か

ら
２
か
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

私
が
配
属
さ
れ
た
課
税
係
は
、

地
元
職
員
４
人
、
派
遣
職
員
４

人
の
合
計
８
人
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
仕
事
内
容
は
、
住
民

税
等
の
町
税
の
賦
課
、
税
務
証

明
の
発
行
等
従
来
の
税
務
行
政

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
通
勤
時
間
に
見
る

風
景
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　
現
在
、
私
た
ち
は
、
南
三
陸

町
に
隣
接
す
る
登と

め米
市
で
生
活

し
て
い
ま
す
。
津
波
の
被
害
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ブ
ロ
ッ
ク
敷

き
の
歩
道
が
歪
ん
で
い
た
り
、

建
物
の
鉄
骨
が
曲
が
っ
て
い
た

り
、
地
震
の
爪
痕
が
残
っ
て
い

ま
す
。

　
三
陸
道
を
通
り
、
南
三
陸
町

の
入い
り
や谷
地
区
を
通
っ
て
通
勤
し

ま
す
が
、
農
村
地
帯
を
抜
け
る

と
す
ぐ
に
津
波
被
害
が
残
る
志し

津づ
が
わ川
地
区
に
入
り
ま
す
。
瓦
礫

は
種
類
ご
と
に
分
け
ら
れ
、
廃

車
と
な
っ
た
車
の
山
が
見
え
て

く
る
と
、
す
ぐ
に
復
興
名
店
街

が
見
え
て
き
ま
す
。
通
学
時
間

と
重
な
る
と
ス
ク
ー
ル
バ
ス
も

多
く
、
整
備
さ
れ
て
い
る
道
路

が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
通
勤

通
学
の
車
で
混
雑
し
て
い
ま
す
。

　
市
街
地
は
依
然
と
し
て
建
物

の
基
礎
だ
け
が
残
っ
て
い
る
状

態
で
す
が
、
少
し
ず
つ
被
災
し

た
建
物
の
解
体
工
事
も
進
み
、

風
景
も
絶
え
ず
変
化
し
て
お
り
、

復
興
に
向
け
着
実
に
前
進
し
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
　（
上
田
）

Vol. ２

　

南三陸町役場庁舎（右）と公立南三陸診療所（左）
（平成 24年３月 27日完成）

通勤時間
50分です。
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本（抜粋）】【ご利用案内】
　伊佐市、旧横川町、湧水町、さつま町
に在住か、伊佐市内に通勤・通学をして
いる人であれば借りられます。
　図書利用カード作成には、免許証など、
本人確認できるものが必要です。
開館時間
午前９時～午後６時（火曜日～土曜日）
午前９時～午後５時（日曜、祝日）
休館日
毎週月曜日（ただし、祝日の場合翌日）
年末年始（12 月 28 日～１月４日）

【おすすめの一冊】
丘の上の邂逅　三浦綾子（出版：小学館）
　旭川の澄明な丘の上から、三浦綾子の便り
が届きます…。生誕 90 周年を記念して、三
浦綾子が各紙誌に寄稿したエッセイを集成。
収録作品解題、年譜、全著作一覧も収録。

（新刊全点案内より引用）

【６月の休館日】

６月    ４日（月）   ・ 11 日（月）
　　18 日（月）・25 日（月）

【　児　童　】
よろしくともだち 降矢なな
バッタさんのせかい エルンスト・クライドルフ
おうしげきだん スズキコージ
なみだでくずれた万里の長城 蔡皋

【　一　般　】
雪と珊瑚と 梨木香歩
語りつづけろ、届くまで 大沢在昌
英雄はそこにいる 島田雅彦
旅屋おかえり 原田マハ

【イベント情報】
ブックスタートの開催
日　時　６月 16 日（土）10:30 ～（40 分程度）
場　所　菱刈図書館
内　容　本の読み聞かせや赤ちゃんとの簡単な遊びなど。
　　　　初めての人には絵本をプレゼント
対象者　出産予定の人、２歳未満の赤ちゃんとその保護者
ふれあいメルヘンひろば
日　時　６月 23 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本
　　　　や紙芝居の読み聞かせなど

【図書館へ献本】
情報戦略プロジェクトチーム（伊佐市）
永山保雄さん　　（尾之上）

絵本や紙芝居など読み聞かせ活動を実施しています。
申込は大口図書館までご連絡ください。

会員を募集しています！
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県
内
の
先
進
地

☆
北
山
校
区
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

　
会
（
姶
良
市
）

　
姶
良
市
の
山
間
部
に
位
置
す
る
北
山

校
区
（
約
２
７
０
世
帯
）
が
、
6
年
後

に
地
域
児
童
が
0
人
に
な
る
と
い
う
危

機
を
受
け
、「
人
が
集
ま
ら
な
い
の
は

な
ぜ
か
？
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
校
区
の

問
題
解
決
に
取
り
組
み
始
め
た
の
は
、

平
成
11
年
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
13
年
後
の
現
在
、
北
山
小
学
校
の
児

童
数
は
16
人
（
地
域
児
童
６
人
）、
廃

校
の
危
機
に
あ
っ
た
小
学
校
は
今
も
存

続
し
て
い
ま
す
。

　「
ち
び
っ
こ
ソ
フ
ト
大
会
」
や
「
で

ん
で
ん
祭
り
」
な
ど
地
域
を
挙
げ
て

の
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
、
食
堂

「
森
の
食
堂
し
き
お
り
」、「
北
山
茶
屋
」、

無
人
販
売
所
「
ふ
れ
あ
い
売
場
」

な
ど
地
場
産
物
を
生
か
し
た
取
り

組
み
が
話
題
と
な
り
、
今
で
は
県
内

外
か
ら
多
く
の
人
を
集
め
る
地
域
と
な

り
ま
し
た
。

☆
な
ぜ
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
で
き
た

『
結
い
の
ま
ち
』

問
い
合
わ
せ
先
　
市
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　
１
１
２
７

～
と
も
に
支
え
あ
う　

ま
ち
づ
く
り
～

　
の
か
？

　
そ
れ
は
地
域
住
民
自
ら
地
域
課
題
や

そ
の
解
決
策
を
提
案
し
、
地
域
目
標
を

達
成
す
る
た
め
に
自
分
た
ち
は
ど
う
考

え
ど
う
行
動
す
る
べ
き
か
検
討
す
る
中

で
、
住
民
が
互
い
に
意
識
付
け
し
た
こ

と
や
自
分
で
で
き
る
こ
と
（
自
助
・
共

助
）、
で
き
な
い
こ
と
（
公
助
）
を
し

っ
か
り
と
分
け
、
で
き
な
い
部
分
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
行
政
な
ど
の
力
を
上
手
く
取
り

入
れ
た
こ
と
が
、
今
に
つ
な
が
っ
た
要

因
の
よ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
成
功
し
た
例
か
ら
学
び
、

私
た
ち
の
ま
ち
に
も
生
か
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
　

第
６
回

●イベント情報などは、各校区のコミュニティ協議会を通じ
　てご連絡ください。毎月 10 日締切で、翌月号のこのコ
　ーナーで紹介します。
※内容や紙面の都合により、掲載できない場合もあります。

コミュニティ通信

共生協働推進係からお知らせ

　これまで、「校区まちづくり会議」について説明をしてきましたが、今回は、この
会議のコーディネーターを依頼している立山芳輝（タチヤマ ヨシテル）さんを紹介

します。
　立山さんは、平成７年に環境教育事務所「くすのき自然館」
を設立。平成 12 年にＮＰＯ法人となり、環境教育・自然体
験のプログラムづくりやリスクマネージメント等の指導を行
っています。
　今年は、校区の未来ビジョンを目標に課題を解決しながら、
地域の魅力や活力を生かした「校区振興計画」を作成する校
区まちづくり会議と、校区の人材（ファシリテーター）育成

を視野に入れた研修も計画しています。
　「地域づくりは、人づくり」とよく言われます。あなたも、「校区まちづくり会議」
や「人材育成研修」に参加して、自分が持つ能力を活かしてみませんか。
　参加してみたい人は、共生協働推進係へご連絡ください。

北山茶屋

森の食堂しきおり

おすすめメニュー
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６
月
１
日
（
金
）
～
７
日
（
木
）

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
及
び
エ
イ
ズ
患
者
の
新
規

報
告
数
は
、
依
然
と
し
て
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　
大
口
保
健
所
で
は
、「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及

週
間
」
に
あ
わ
せ
て
、
検
査
結
果
が
そ
の
日

の
う
ち
に
わ
か
る
即
日
（
迅
速
）
検
査
を
、

無
料
・
匿
名
で
実
施
し
ま
す
。
検
査
は
、
予

約
制
で
す
。
事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
受
診
や
検
査
に
つ
い
て
の
秘
密
は
、

厳
守
さ
れ
ま
す
。

日
　
　
時
　
６
月
５
日
（
火
）
17
時
～
19
時

場
　
　
所
　
大
口
保
健
所

問
い
合
わ
せ
先
　

大
口
保
健
所
保
健
係
（
担
当
：
赤
瀬
）

☎
�
５
１
０
３

　
専
門
医
が
こ
こ
ろ
の
悩
み
に
つ
い
て
相
談

に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　
な
お
、
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。
相
談

料
は
無
料
で
す
。

日
　
　
時
　
６
月
27
日
（
水
）
13
時
～
15
時

場
　
　
所
　
大
口
保
健
所

問
い
合
わ
せ
先

大
口
保
健
所
保
健
係
（
担
当
：
山
口
）　

☎
�
５
１
０
３

　
市
で
は
関
東
薩
摩
お
お
く
ち
会
と
の
共
催

で
、
８
月
１
日
（
水
）
に
無
料
法
律
相
談
を

開
催
し
ま
す
。
夫
婦
・
親
子
・
男
女
関
係
や

相
続
・
遺
産
分
割
・
遺
言
、
ま
た
家
庭
内
暴

力
や
隣
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
法
律
に
つ

い
て
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
相
談
は
予
約
制
（
先
着
順
）
と
な

り
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は
事
前
に
申
込

先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

相
談
時
間
　
一
人
あ
た
り
30
分
程
度

弁
護
士

　
小
野
幸
二
氏
（
元
大
東
文
化
大
学
法
科
大

学
院
長
・
羽
月
出
身
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
総
務
課
行
政
係☎

�
１
３
１
１
○内　　１
１
１
４

お
知
ら
せ

無
料
法
律
相
談

精
神
保
健
福
祉
相
談
の
ご
案
内

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間

６
月
17
日
（
日
）
～
23
日
（
土
）

　
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
対
す
る
理
解
の
促
進

を
図
る
た
め
に
、
県
で
は
「
ハ
ン
セ
ン
病
問

題
を
正
し
く
理
解
す
る
週
間
」
を
定
め
て
い

ま
す
。
誤
っ
た
隔
離
政
策
に
よ
っ
て
、
長
い

間
、
偏
見
や
差
別
に
苦
し
め
ら
れ
た
ハ
ン
セ

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
正
し
く
理
解
す

る
週
間

ン
病
で
あ
っ
た
方
々
等
が
、
平
穏
に
安
心
し

て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
一

人
ひ
と
り
が
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
と
は
何
か
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す
る
知
識

○
国
の
隔
離
政
策
な
ど
に
よ
り
、
ハ
ン
セ
ン

　
病
は
怖
い
病
気
と
い
う
誤
っ
た
考
え
が
定

　
着
し
、
そ
の
こ
と
が
さ
ま
ざ
ま
な
偏
見
・

　
差
別
や
人
権
侵
害
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。

　
ハ
ン
セ
ン
病
で
あ
っ
た
方
々
等
は
、
今
も

　
根
強
く
残
る
偏
見
・
差
別
に
苦
し
ん
で
お

　
ら
れ
ま
す
。

○
ハ
ン
セ
ン
病
は
、
ら
い
菌
に
よ
っ
て
お
こ

　
る
感
染
病
で
、
遺
伝
病
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
早
期
発
見
と
早
期
治
療
に
よ
り
、

　
短
期
間
で
治
癒
す
る
病
気
で
す
。

○
わ
が
国
に
感
染
源
と
な
る
も
の
は
ほ
と
ん

　
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

○
元
患
者
で
あ
っ
た
方
々
の
身
体
に
変
形
が

　
み
ら
れ
る
の
は
、
後
遺
症
に
よ
る
も
の
で

　
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　棄権せずに貴重な一票を投じましょう。

※投票日に仕事やレジャー、冠婚葬祭等の予定が
　ある人は、期日前投票ができます。
期　　間　６月 22 日（金）～７月７日（土）
時　　間　８時 30 分～ 20 時
場　　所　伊佐市役所大口庁舎内及び菱刈庁舎内
　　　　　（選挙人名簿に登録されている人は、どちらでも投票できます。）
○伊佐市で投票できる人は、平成４年７月９日までに生まれた人で、  
　引き続き３か月以上伊佐市に住所を有する人（伊佐市に平成 24
　年３月 20 日までに転入届を出された人）
○平成 24 年３月 21 日以降、県内の市町村から伊佐市に転入され
　た人は、市町村長が発行する ｢ 引き続き県内に住所を有する証明
　書 ｣ を旧住所地の選挙区に提示して投票することができます。

告示日　 ６月 21 日（木）

投票日　７月８日（日）　７時～ 18 時

　　　　　（ただし、第 10 投票所は 17 時まで）

「生かそう一票　わたしの鹿児島」

問い合わせ先　市選挙管理委員    ☎�１３１１○内　　１１７１・１１７２

県
庁
健
康
福
祉
部
健
康
増
進
課
ハ
ン
セ
ン
病

担
当
窓
口
　
☎
０
９
９
・
２
８
６
・
２
７
２
０

県知事選挙
７月８日 日

投票日
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伊佐市からのお知らせ

実
施
期
間
　
６
月
～
12
月
の
土
曜
日
　

　
計
５
回
（
9
時
～
12
時
）

講
座
内
容
　

　
米
粉
お
菓
子
作
り
、
燻
鶏
、
園
芸
、
豚
味

噌
作
り
、
木
材
工
作

実
施
場
所
　
伊
佐
農
林
高
等
学
校
内

「
伊
佐
農
林
高
校
体
験
講
座
」
の
受
講

生
募
集

市
営
プ
ー
ル
受
付
事
務
員
募
集

募
集
人
員
　
２
人

資
　
　
格

　
18
歳
以
上
で
受
付
事
務
の
で
き
る
人

※
高
校
生
は
除
く
。

雇
用
期
間

　
７
月
20
日
（
金
）
～
８
月
31
日
（
金
）

勤
務
時
間
　
９
時
30
分
～
18
時

　
　
　
　
　（
原
則
と
し
て
１
日
交
代
）

日
　
　
給
　
５
、
５
０
０
円

募
集
締
切

　
６
月
29
日
（
金
）
17
時
ま
で
に
自
筆
の
履

歴
書
（
市
販
の
も
の
で
上
半
身
写
真
貼
付
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
社
会
教
育

施
設
管
理
係
（
伊
佐
市
文
化
会
館
内
）

☎
�
６
３
２
０

訓
練
内
容

▽
Ｏ
Ａ
事
務
科
（
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た
訓

　
練
）

　
○
ワ
ー
プ
ロ
（
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
）
初
級
程
度

　
○
表
計
算
（
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
）
初
級
程
度

　
○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

▽
介
護
福
祉
科

　
○
鹿
児
島
県
知
事
指
定
ヘ
ル
パ
ー
２
級
養

　
　
成
講
座
課
程

　
○
そ
の
他
独
自
の
就
労
支
援
講
座

受
講
料
　
無
料

定
　
　
員
　
各
科
８
人

訓
練
期
間
　

　
８
月
１
日
（
水
）
～
10
月
19
日
（
金
）

※
土
・
日
、
祝
祭
日
、
お
盆
は
休
み
で
す
。

応
募
資
格

　
身
体
、
知
的
障
が
い
を
お
持
ち
の
人
で
、

早
期
の
就
職
や
復
職
を
目
指
す
人
。（
身
体
、

障
害
者
委
託
訓
練
生
募
集

知
的
以
外
の
障
が
い
を
お
持
ち
の
人
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。）

募
集
期
限
　
６
月
27
日
（
水
）

願
書
提
出
先
　
国
分
公
共
職
業
安
定
所
大
口
出

　
　
　
　
　
張
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

提
出
書
類

○
入
校
願
書
（
指
定
の
用
紙
）
と
写
真
１
枚

　（
縦
４
cm
×
横
３
cm
）
は
、
入
校
願
書
に

　
添
付

○
障
が
い
を
証
明
す
る
手
帳
の
写
し
（
手
続

　
中
の
人
は
判
定
所
の
写
し
）

○
結
核
性
疾
患
回
復
者
の
人
は
障
害
診
断
書

　（
指
定
の
用
紙
）

※
入
校
願
書
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
た
は
国

　
分
公
共
職
業
安
定
所
大
口
出
張
所
に
あ
り

　
ま
す
。

選
考
方
法
　
面
接

面
接
日
時

▽
Ｏ
Ａ
事
務
科
　
７
月
10
日
（
火
）
10
時

▽
介
護
福
祉
科
　
７
月
10
日
（
火
）
13
時

面
接
及
び
訓
練
場
所

▽
Ｏ
Ａ
事
務
科

　
ｅ
ワ
ー
カ
ー
ズ
鹿
児
島
加
治
木
駅
前
校

▽
介
護
福
祉
科

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
サ
ポ
ー
ト
ロ
コ
ペ

　
リ
（
加
治
木
町
木
田
）

合
格
発
表

　
７
月
20
日
（
金
）
本
人
宛
郵
送
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

国
立
・
県
営
鹿
児
島
障
害
者
職
業
開
発
能
力

校
　
　
　
☎
０
９
９
６
・
４
４
・
２
２
０
６

広告

募
　
　
集

対
象
者
　
一
般

募
集
定
員
　
20
人

そ
の
他
　
材
料
費
と
し
て
２
、
０
０
０
円

　
　
　
　
　（

5
回
分
）
を
徴
収
し
ま
す
。

申
込
期
限
　
６
月
7
日
（
木
）

申
込
方
法

　
伊
佐
農
林
高
校
生
涯
学
習
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
農
林
高
校
生
涯
学
習
係
　
　
　
　
　
　

☎
�
１
４
４
５
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誕
　
生

 

（
４
月
２
日
～
４
月
27
日
受
付
分
）

今
堀
　
陽よ
う
す
け介
（
俊
介
・
井
手
原
）

大
田
　
康こ
う
し
ろ
う

士
朗
（
雄
彦
・
永
尾
）

緒
方
　
杏あ

み南
（
真
一
・
元
町
団
地
）

沖
田
　
譲
じ
ょ
う
（
歩
・
田
代
）

片
平
　
陽は
る
と翔
（
和
久
・
小
水
流
）

神
川
　
星せ

な七
（
大
樹
・
仲
町
）

上
籠
　
瑛え
い
る留
（
博
之
・
湯
之
尾
新
町
）

上
田
代
　
琉
り
ゅ
う
せ
い翔
（
恵
・
馬
場
）

國
武
　
晄こ
う
せ
い成
（
昭
裕
・
下
市
山
）

谷
山
　
心こ
こ
ろ結
（
勇
気
・
下
之
馬
場
）

寺
前
　
龍た
つ
き姫
（
正
志
・
中
戸
切
）

細
樅
　
春
し
ゅ
ん
ぺ
い平
（
康
平
・
郡
山
団
地
）

南
　
桜お
う
す
け丞
（
亨
謙
・
諏
訪
馬
場
）

森
園
　
羚れ

お央
（
浩
士
・
薬
師
）

山
下
　
日ひ
よ
り和
（
大
・
忠
元
）

湯
谷
　
莉り

り

あ
々
杏
（
龍
士
・
朝
日
団
地
東
）

（
３
月
31
日
～
４
月
26
日
受
付
分
）

大
口
地
区

北
園
　
昌
子
　
　
　
54
　（
郡
山
団
地
）

田
島
　
タ
ミ
　
　
　
94
　（
下
元
町
）

鶴
園
　
和
芳
　
　
　
84
　（
小
水
流
）

馬
場
添
　
馨
　
　
　
86
　（
東
戸
切
）

平
岡
　
タ
カ
　
　
　
89
　（
西
原
）

山
野
地
区

岩
　
　
幸
子
　
　
　
84
　（
小
川
内
）

松
添
　
和
美
　
　
　
74
　（
小
木
原
下
）

丸
田
　
フ
ミ
子
　
　
91
　（
平
出
水
中
央
）

羽
月
地
区

中
間
　
ト
メ
子
　
　
87
　（
田
代
）

森
　
キ
ク
　
　
　
　
81
　（
冨
士
）

西
太
良
地
区

荻
原
　
多
惠
子
　
　
71
　（
荻
原
）

菱
刈
地
区

伊
地
知
　
サ
チ
　
　
94
　（
内
之
宮
）

児
玉
　
京
子
　
　
　
69
　（
麓
後
）

高
見
　
あ
い
子
　
　
90
　（
前
目
下
）

田
渕
　
チ
ト
　
　
　
73
　（
青
木
元
）

作
田
　
正
親
　
　
　
80
　（
下
馬
場
）

平
瀨
　
ヨ
ヲ
子
　
　
90
　（
重
留
南
）

古
川
　
タ
ミ
子
　
　
86
　（
岩
坪
）

益
田
　
勝
子
　
　
　
89
　（
重
留
東
）

☎22-0０８０ 

月・水コース 火・木コース 
お問い合わせは 

エス・テー・ラボ  株式 
会社 

ご自宅まで出張致します！ 

夜間コース 

初心者向け 

接続･設定･使い方 

教室 

★入会費無料★ 
★生徒募集中★ 

広告

タケシタの家造り 検索

広告

提携銀行（鹿銀・南銀・JA）の場合、金利がお得に。

長期優良住宅・フラット 35・35S も可能

HP http://takeshitanoie.jp mail：ytake@takeshitanoie.jp
住所 : 伊佐市大口小木原 899 TEL 0995-22-0425
建築設計・施工・製材・水道・建材・サッシ・浄化槽・太陽光発電等

瑕疵担保保険・白
アリ保険標準装備
赤い屋根と、広い庭
のDogran が特徴

　
【今月の表紙】

どろんこ遊びで自然体験
　曽木小学校の児童と保護者が
５月 13 日、学校近くの田んぼ
で泥んこ遊びを楽しみました。 
　稲作の体験授業に合わせた同
校の恒例行事で、田植え前に子
どもたちが水を張った田んぼを
駆け回り、まるで「人力トラク
ター」です。 
　親子はリレーやダイビングを
して大はしゃぎ。友達や先生と
泥をかけ合い、温かな泥の感触
で自然を体験しました。

市
学
校
教
育
課
か
ら
訂
正
と
お
詫
び

　
広
報
い
さ
お
知
ら
せ
版
５
月
15
日
号
と

一
緒
に
配
布
し
た
“
伊
佐
の
学
校
教
育
”

の
２
頁
「
伊
佐
市
立
幼
・
小
・
中
学
校
基

本
デ
ー
タ
」
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
正
し
く
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
本
城
幼
　
職
員
数
：
７
　

▽
本
城
小
　
学
級
数
：
７
　
職
員
数
：
13

　
　
　
　
　
児
童
数
：
１
０
０

　
訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

 

医
療
法
人
柏
葉
会
　
水
間
病
院

村
岡
　

男
　
　
　
68
　（
山
田
）

山
下
　
繁
　
　
　
　
79
　（
共
進
）

吉
海
　
義
文
　
　
　
83
　（
重
留
西
）
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広
報

い
さ

　
Ｎ

ｏ
.85　

2012.06.01
■

発
行

／
伊

佐
市

役
所

総
務

課
　

〒
895-2511　

鹿
児

島
県

伊
佐

市
大

口
里

1888
番

地
　

　
　

　
Tel 0995-23-1311　

Fax 0995-22-5344
　

　
　

　
　

http://w
w

w
.city.isa.kagoshim

a.jp/  　
　

info@
city.isa.lg.jp

■
印

刷
／

㈱
あ

す
な

ろ
印

刷

編
集
後
記

人口のうごき

H24. ５. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）

総人口　29,299 人　  （－   51）
　男　　13,549 人　  （－   41）
　女　　15,750 人　  （－     10）
世帯数　14,227 世帯  （＋     44）

◆ ◆

　
快
適
で
お
い
し
く
地
球
に
優
し
い
「
緑
の
カ
ー

テ
ン
」
が
、
市
役
所
市
民
課
前
に
登
場
し
ま
し
た
。

５
月
中
旬
、
西
日
が
ツ
ラ
イ
夕
方
に
十
数
人
で
設

置
。
日
焼
け
が
気
に
な
る
お
年
頃
で
す
が
「
節
電

の
た
め
」
と
一
致
団
結
頑
張
り
ま
し
た
。
和
気
あ

い
あ
い
「
右
ぃ
左
ぃ
～
」
と
順
調
で
し
た
が
、
役

割
に
よ
っ
て
徐
々
に
「
上
は
？
下
は
？
」
と
怪
し

い
雰
囲
気
（
現
場
監
督
が
大
勢
い
る
の
で
仕
方
な

い
）。
で
も
皆
、
完
成
品
の
立
派
な
仕
上
が
り
に

満
足
し
談
笑
で
す
。
風
に
葉
を
揺
ら
し
な
が
ら
ゴ

ー
ヤ
や
キ
ュ
ウ
リ
が
育
つ
の
が
楽
し
み
で
す
。

　
そ
う
い
え
ば
、
職
員
で
購
入
し
た
材
料
で
す
が

「
収
穫
は
ど
う
す
る
ん
で
す
か
？
」
と
の
問
い
に

緊
張
が
！
①
１
本
１
０
０
円
で
販
売
②
仕
切
ご
と

に
各
課
で
配
分
③
早
い
者
勝
ち
（
市
民
課
強
し
）

④
誰
か
に
盗
ま
れ
る
。
小
さ
な
苗
を
前
に
“
取
ら

ぬ
狸
の
皮
算
用
”
か
ら
雰
囲
気
悪
化
。
最
後
は
ひ

と
ま
ず
“
現
場
に
近
い
市
民
課
長
が
数
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
”
こ
と
で
一
件
落
着
し
ま
し
た
。

　
来
月
は「
節
電
対
策
」に
つ
い
て
特
集
予
定
で
す
。

　
先
月
、
沖
永
良
部
か
ら
福
岡
へ
転
勤
に
な
っ
た

次
男
達
に
３
年
ぶ
り
の
再
会
で
空
港
ま
で
行
き
、

小
４
と
小
２
の
孫
を
待
っ
て
い
る
と
、
主
人
が
何

を
思
っ
た
か
、「
ほ
ら
来
た
ぞ
」
と
６
歳
と
３
歳

く
ら
い
の
子
を
見
て
言
う
の
で
、「
違
う
よ
」
と

思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
主
人
の
中
で
は

ま
だ
小
さ
い
ま
ま
な
ん
で
す
ね
。
そ
の
後
、
大
き

く
な
っ
た
孫
２
人
に
再
会
し
ま
し
た
。
私
は
リ
ウ

マ
チ
で
３
年
前
宮
崎
か
ら
前
目
に
越
し
て
き
て
今

は
孫
に
会
う
の
が
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。
今
度

は
い
つ
会
え
る
か
し
ら
。

（
菱
刈
　
み
ゆ
ー
さ
ん
　
60
歳
）

　
気
が
つ
く
と
隣
に
看
護
師
さ
ん
。
病
名
は
「
両

側
硬
膜
下
血
腫
」。
転
ん
で
頭
を
打
ち
１
か
月
後

に
手
脚
が
震
え
、
な
え
た
状
態
に
。
頭
を
打
っ
た

影
響
と
は
思
わ
ず
、
も
う
ろ
う
と
４
日
程
過
ご
し

ま
し
た
が
、
名
医
に
よ
っ
て
元
通
り
に
な
り
有
難

か
っ
た
。
近
く
に
い
い
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
は
老
後
に
安
心
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。
私

は
こ
の
１
年
一
度
も
痛
い
思
い
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
黄
色
い
帽
子
の
一
年
生
も
学
校
に
少
し
慣
れ
て

き
た
の
か
、
朝
の
あ
い
さ
つ
の
声
が
大
き
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
毎
朝
、
交
通
指
導
を
し
な
が
ら
子

ど
も
た
ち
と
の
あ
い
さ
つ
が
楽
し
み
で
す
。「
い

つ
も
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
く
れ
る
子
も
い
ま

す
。
と
て
も
う
れ
し
い
気
分
で
、
子
供
た
ち
か
ら

も
ら
う
素
直
な
心
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
思
い
な

が
ら
仕
事
に
就
い
て
い
ま
す
。
勇
気
を
少
し
出
し

て
、
今
自
分
に
出
き
る
こ
と
を
し
て
み
る
と
、
今

ま
で
と
は
少
し
違
っ
た
自
分
に
会
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
よ
。
　
　（
羽
月
西
　
大
王
神
社
　
58
歳
）

　
ど
こ
の
「
じ
ぃ
じ
ぃ
」「
ば
ぁ
ば
ぁ
」
も
同
じ

気
持
ち
で
す
よ
。
お
孫
さ
ん
の
成
長
、
楽
し
み
で

す
ね
♪

ｎ
ａ
ｇ
ｏ
ｍ
ｉ
　
ｎ
ｏ
　
ｈ
ｉ
ｒ
ｏ
ｂ
ａ

和み
な ご

ｈｉｒｏｂａ

ｎｏの ひろば
ｎａｇｏｍｉ

お

便
りありがと

う

和み
な ご

ｈｉｒｏｂａ

ｎｏ

の
ひろば

ｎａｇｏｍｉ

　このコーナーでは、皆さ
んからの「こころ和む話題」
をお待ちしています。

【投稿について】
◆字数 200 文字以内（文章
　は、必要に応じて添削す
　る場合があります）
◆住所・氏名・年齢・性別・
　電話番号・ペンネーム（記
　入がない場合イニシャル
　で掲載します）を記入の
　上、市広報係までご投稿
　ください
◆投稿は、はがき・封書・
　メールまたは直接広報係
　へ
◆締切は、毎月 10 日
※営利目的や個人、団体を
　批判・中傷するような内
　容は掲載できません。
※紙面の都合上、掲載でき
　ないこともあります。

【投稿・問い合わせ先】    
〒８９５－２５１１　
伊佐市大口里１８８８番地
市総務課広報係（大口庁舎）

「和みのひろば」係
☎�１３１１

○内　　１１１６・１１１７
koho@city.isa.le.jp

先
生
あ
り
が
と
う
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
も
い
い
け
ど
、

近
く
に
も
名
医
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
伝
え
た

か
っ
た
。
　
　
　
　（
大
口
東
　
Ｍ
・
Ｋ
　
70
歳
）




